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△ベセルナクリーム5% ［外］ 
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【重要度】 【一般製剤名】イミキモド（U） imiquimod 【分類】尖圭コンジローマ治療薬・日光角化症治療薬 

【単位】△250mg/包 

【常用量】■尖圭コンジローマ［外性器又は肛門周囲］ ：適量を1日1回，週3回，就寝前に塗布■日光角化症［顔面又は禿頭部］：適量を1日1回，週3回，就寝

前に塗布 

【用法】就寝前に塗布し，起床後に石鹸を用い水又は温水で洗い流す［塗布時間の延長により重度の皮膚障害があらわれやすくなる］■薄く塗りクリームが見えなくな

るまですり込む 

【透析患者への投与方法】常用量（5） 

【保存期CKD患者への投与方法】常用量（5） 

【特徴】IFN-αの産生促進を介したウイルス増殖の抑制及び細胞性免疫応答の賦活化によるウイルス感染細胞の障害により，ウイルス感染に伴う疾患に対して効果を

発揮するとされている． 

【主な副作用･毒性】重篤な潰瘍，びらん，紅斑，浮腫，表皮剥離等の皮膚障害，掻痒感，排尿障害など 

【吸収】経皮吸収はわずか（U） 

【F】外用にて0.4%が吸収され，わずかに血中に検出される（1） 

【tmax】8～14hr（1） 

【代謝】芳香環およびイソブチル側鎖の水酸化体，5-N-オキシド体，4-脱アミノ体などに代謝され，水酸化代謝物については硫酸あるいはグルクロン酸抱合されると推

定（1）一部の代謝物には未変化体と同等の活性がある（1） 

【排泄】塗布量に対する尿中回収率0.1～0.6%（1） 

【t1/2】 

【蛋白結合率】87.5～92.9%，アルブミンに結合（1） 

【Vd】 

【MW】240.30 

【透析性】資料なし（1） 

【O/W係数】 

【更新日】20150418 
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※正確な情報を掲載するように努力していますが、その正確性、完全性、適切性についていかなる責任も負わず、いかなる保証もいたしません。本サイトは自己の責任で閲覧・利用することとし、それらを利用した結果、 

直接または間接的に生じた一切の問題について、当院ではいかなる責任も負わないものとします。最新の情報については各薬剤の添付文書やインタビューフォーム等でご確認ください。  

※本サイトに掲載の記事・写真などの無断転載・配信を禁じます。すべての内容は、日本国著作権法並びに国際条約により保護されています。 


